
伏
義
の
輩
卦
設
に
就
い
て

ilb 

政

主主

日mbn}
研
究
す
る
上
に
於
て
将
叉
占
笈
を
一
行
ム
上
に
於
て
続
く
べ
か
ら
ぎ
る
も
の
は
そ
の
卦
に
お
す
る
観
念
で
あ
る
。
日
m

の
卦
は
文
那
哲
向
学
史
の
上
記
於
て
古
か
ら
存
在
し
て
ゐ
る
陰
陽
の
概
念
を
基
訴
と
す
る
も
の
で
入
卦
及
び
六
十
四
卦
の
二

穏
に
箆
別
せ
ら
れ
る
。
日
仰
に
於
い
て
は
特
に
絵
陽
の
概
念
を
表
現
す
る
に
一
穫
の
象
徴
的
符
稜
を
用
ひ
る
G

之
を
陰
交
…

間
腕
交
一
と
い
ム
。
入
卦
は
乙
の
陰
揚
雨
交
を
根
本
要
素
と
し
上
下
に
犠
次
一
ニ
交
づ
¥
設
ね
て
組
織
し
た
も
の
で
突
の
数
は

ご
の
一
一
一
粂
霧
邸
ち
入
と
な
る
。
故
に
之
を
入
卦
と
い
ム
。
六
十
四
卦
は
更
に
売
の
入
卦
を
構
成
の
要
素
と
し
、
各
二
個
づ
¥

採
探
窓
換
し
た
も
の
で
共
の
ん
て
の
場
合
を
総
経
し
て
ゐ
る
か
ち
入
の
二
衆
薬
mw
ち
六
十
四
穏
と
な
る
。
話
し
て
六
十
四

卦
は
そ
の
様
成
の
方
法
上
よ

b
特
に
之
を
京
卦
と
名
づ
け
る
乙
と
も
あ
る
。

日
仰
と
い
ム
名
比
射
し
郷
玄
は
mm
緯
乾
猿
皮
の
字
乞
続
決
し
て
館
易
経
易
不
易
の
一
一
一
義
を
合
む
…

MMmFf)一…一一日ハ
J

J

し
か
る
が

仏
仙
の
説
明
は
少
な
く
と
も
ま
ハ
の
原
始
的
な
解
轄
で
は
衣
い
と
考
へ
る
つ
出
来
易
は
い
ほ
箆
の
番
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の

火
に
も
共
の
怨
に
難
を
免
れ
た
と
傍
へ
ら
れ
る
、
が
後
世
江
市
一
必
ず
し
も
之
を

扱
は
ず
亦
哲
接
的
道
徳
的
に
も
解
糖
利
用
す
る
に
凝
っ
方
。

夙
に
険
協
修
等
の
論
ず
る
が
如
く
決
し
て
一
の
澱
念
の
下

謝
す
る
綴
獄
、
が
多
岐
に
捗
る
に
従
ひ
茶
の

の

し
て
の
み
成

の
拐
の
代
表
的

の

物
で

の

な
2

夕
、

の
解
轄
に

ん
で
は
矛
爆
を
も
担
金
し

l.;可

。

れ
た
も
の
で



攻
が
ら
蛾
大

3
れ
℃
行
く
と
と
は
静
岡
然
の
勢
で
あ
る。

縦
一
交
の
所
務
総焼
日仰
と
一小
um
と
は
論
限
的
に
は
繭
立
し
待
攻
い
矛
盾

概
念
で
あ
る
。
然
る
に
紫
鮮
体
に
は
犬
乾
篠
然
一不-v
人
目
仰
吋炎
、
犬
坤
隙
然
一市t
人
街
日ム
犬
、
と
い
ひ
日
仰
則
日
夕
知
、
筋
期
日
夕
従
と
い

ひ
又
斜
ν

神
地
也
擁
t

議
、
滋
動
不
v

庶

d
刈
品
涜
六
鹿
目
上
下
無
ν

常
蹴
梁
相
易
、
不
ν

可
ー潟
=
地
(
菜
と
い
ひ
、
或
は
天
窓
地
卑
、
乾
坤
定

央
、
卑
官
同
以
隊
、
支
総
仕
尖
可
動
静
有
ν

常
、
開
梁
断
夫
、
と
も
あ
っ
℃
芯
な
が
ら
邸
玄
の
設
を
究
設
し
て
ゐ
る
、
が
如
く
見
ゆ
る

け
れ
ど
も
会
く
如
上
の
治
必
に
よ

b
燦
散
体
が
共
の
命
名
の
本
義
を
忠
却
し
勝
手
な
解
鰍
仰
を
試
み
だ
も
の
で
あ
る
。
円
。
の

原
始
的
な
意
味
は
や
は

b
機
内
か
の
芯
味
で
な
い
か
と
考
へ
ら
れ
る
。
先
泰
一時
代
の
文
献
で
は
易
学
は
愛
化
の
意
味
に
用
ひ

ら
れ
て
ゐ
る
の
が
普
通
代
な
っ
て
ゐ
る
。
左
体
関
一
商
代
表
は
れ
て
ゐ
る
出
銃
一
記
事
は
最
も
古
い
笈
法
を
停
へ
た
も
の
と
川
山

は
れ
る
が
巡
某
卦
之
某
卦
と
一
お
ふ
の
が
最
も
多
い
。
ミ
れ
は
共
の
鐙
法
、
が
六
十
四
卦
を
基
礎
と
し
繋
鯨
俸
に
惑
べ
ら
れ
て

ゐ
る
如
当
撚
審
法
に
よ

b
卦
を
議
し
遊
陰
老
陽
持
鋭
化
往
被
の
原
政
に
よ

b
吉
凶
を
占
っ
た
も
の
で
あ
る
。

mm
と
は
か
L
る

鐙
法
上
の
特
性
に
就
い
て
名
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
c

来
し
て
然
ら
ば
円
か
な
る
名
和
の
後
生
し
だ
時
に
は
銃
比
六
十

四
卦
は
存
在
し
た
も
の
と
推
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
ク
て
入
卦
及
び
六
十
四
卦
の
作
者
並
び
に
共
の
年
代
を
究
明

す
る
と
と
、
が
出
来
れ
ば
そ
れ
は
や
、
が
て
易
の
製
作
年
代
の
推
定
代
も
重
要
な
契
機
を
奥
へ
る
と
と
に
な

b
、
易
研
究
上
興

味
多
言
問
題
を
提
供
す
る
之
と
に
な
る
。
然
れ
ど
も
此
の
問
題
に
践
す
る
資
料
的
文
献
は
極
め
て
少
く
従
っ
て
文
献
的
考

設
は
殆
ど
絡
裂
の
姿
で
あ
る
。
な
は
唯
次
に
い
さ
¥
か
古
来
行
は
れ
て
ゐ
る
霊
卦
章
一
卦
設
を
絵
理
し
、
支
に
卑
見
を
加
へ

て

-一
試
論
乞
際
し
以
て
大
方
の
叱
正
を
仰
ぎ
ーた
い
と
忠
ク
て
ゐ
る
。

易
の
入
卦
及
び
六
十
四
卦
の
作
者
に
就
い
て
は
古
来
幾
多
の
入
み
に
よ
っ
て
一
稜
冷
の
異
設
が
行
は
れ
て
お
る
、
が
要
す
る

に
伏
苧
裁
に
よ
っ
て
創
始
せ
ら
れ
卦
交
畿
以
前
に
完
成
し
て
ゐ
た
と
す
る
訪
に
於
て
は
概
ね
一
致
し
て
お
る
。
今
共
の
諸
設

，一一



を
分
類
す
る
と
大
要
友
の
二
種
に
分
れ

第
一
類
潟
識
が
未
だ
設
に
紹
介
せ
ら
れ
ね
以
前
に
行
は
れ
た
設
で
主
と
し
て
滞
日
m
に
於
け
る
入
卦
六
十
四
卦
の
製
作
者

子
一
論
ず
る
も
の
。

入
卦
六
十
四
卦
の
作
者
を
同
一
入
部
ち
伏
義
と
す
る
設
。

古
者
包
犠
氏
之
五
日
一
天
下
戸
也
、
抑
制
別
観
z

象
於
戸
、
保
期
毅
z

法
於
地
一
、
観
品
由
一
郎
獣
之
文
兵
一
地
之
宜
-
、
近
取
z

誇
身
一
、
法
取
-
『

諸
物
目
、
於
ν

尚
一
品
始
作
品
入
卦
¥
以
通
-
一
紳
拐
之
議
¥
以
数
日
一
高
物
之
清
¥
作
一
一
誌
縄
}
部
活
純
一
一
国
昭
一
向
一
、
以
倍
以
漁
、
蓋
取
一
一
諾
縦
一
、

繋
僻
博

a 

入
卦
成
v

列
、
象
校
一
一
共
中
目
失
、
国
務
室
v

之
、
交
在
=
笠
ハ
中
日
突
。

今
日
初
之
乾
坤
足
一
窮
v

選
議
下
意
也
、
入
卦
可
r

以
誠
一
一
古
川
向
戸
知
単
純
一
伊
炎
、
然
市
伏
一
一
稜
mma
之
六
十
四
袋
一
、
周
霊
場
以
}
一
六

交
¥
所
以
原
~
~
溺
撃
の
之
進
}
一
郎
躍
中
逐
一
品
物
之
…
胤
也
、
縦
一
野

入
卦
六
十
四
卦
の
作
者
を
別
人
と
し
、
入
卦
は
伏
畿
の
作
、
六
十
四
卦
は
締
農
h

一
誌
は
文
王
の
作
と
す
る
設
じ

イ
紳
品
川
誠
意
卦
設
京
房
設

he--
守
主
主

A
1
J

京
氏
自
m積
算
法
引
、
夫
子
臼
、
入
卦
間
一
扶
毅
¥
賢
一
千
紳
罪
、
電
飾
品
乎
入
純
¥
護
規
玄
徹
、
回
初
遭
難
v
究
一
再
々
、
制
ゴ
例
制

ロ
文
王
鷺
…
卦
説
得
民
一
議

部
仙
一
歳
邸
校
五
十
年
、
北
ハ
川
内
z

先
畏
¥
家
径
一
易
之
入
許
怨
芯
六
十
術
開
評
。
史
阿
部
間
何
本
抱

強
ナ
ゑ
策
何
者
数
、
議
v
卦
演
ν
篠
者
丈
一
広
々
、
表

第
二
類
例
川
織
が
世
代
政
一
停
，
さ
れ
て
後
に
行
は
れ
た

、

入
一
卦
及
び
六
十
四
卦
を
各
t
m
m
人
の
作
と



す
る
も
の
。
必
は
周
機
務
官
太
ト
の
記
事
な
る

業
昌
一
二
回
初
之
法
一
一
日
越
山
、

二
回
路
減、

……一
日
周
易
、
北
ハ
絞
務
者
品
川
入
、
共
別
六
十
有
問
、

を
如
何
に
…
一
位
稗
す
ベ

S
か
に
よ
っ
て
起
っ
た
諸
説
と
訟
は
れ
る
。

社
子
恭
一
況
、
巾
池
山
広
戯
、
防
減
資
一
般
。
鳩
山
…
訓
一
附
…m伊

伏
一犠
氏
符
=
河
悶
-
、
友
一
一
川
市
凶
v

之
、
日
目
『
漆
山
¥
:
:
黄
山
川
氏
符
z

河
閥
均
人
図
v

之
、
日
続
殺
一
、
加
川
柳
ハ
概
略
財
閥

・中向
者
烈
山
氏
之
主
符
-
河
闘
¥
一反応
川
凶
レ
之
、
日
=
迩
山
一
、
烈
山
氏
之
王
一
符
=
河
間
¥
段
人
悶
v

之
回
目
{'
崎
放
¥
伏
毅
氏
之
王
得
一加

闘
¥
周
入
団
日
甲
府
あ
¥
共
絞
卦
皆
六
十
四
、
日
間
附
衡

郷
玄
一
劫
賛
及
易
論
一
訳
、
夏
日
渡
山
、
段
目
隊
滅
、
周
日
間
川
町
弘
、
誤
認
胸
伊

共
の
説
く
所
必
ず
し
も
向
一
で
な
い
、
が
、
一
一
一
易
の
入
卦
六
十
四
卦
は
各
l

伏
義
一
明
浅
黄
帝
等
古
代
史
一
人
の
製
作
に
係
る
も

の
な
b
と
の
主
張
に
於
い
て
大
餓
一
致
す
る
。

之
に
悶

σ
て
見
れ
ば
間
川
般
の
再
現
(
?
)
を
機
舎
と
し
て
裳
卦
震
卦
訟
は
著
し
い
誠
鋭
化
を
起
し
た
の
で
あ
る
。
即
ち
出
現

以
前
は
車
代
児
問
。
の
卦
に
就
い
て
の
み
行
は
れ
た
の
で
あ
る
、
が
、
時
現
以
後
に
至
。
て
は
周
躍
の
記
事
と
一
調
和
を
保
つ
だ

め
旧
日
仰
の
輩
格
卦
霊
卦
設
は
三
一エ
的
混

a
k陥
っ
た
の
で
あ
る
。
議
家
近
世
に
至
る
ま
で
甲
論
乙
駁
今
に
共
の
額
一
す
る
所
在

知
ら
な
い
、
が
、
要
す
る
に
此
等
の
誇
設
は
漢
代
以
前
に
愛
生
し
た
る
停
設
或
は
憶
設
中
の
一
を
澗
一
惑
し
如
何
に
し
て
之
を

文
献
的
に
ム
口
開
化
せ
ん
か
の
努
力
で
あ
っ
て
未
だ
停
設
或
は
臆
設
そ
の
も
の
を
吟
味
せ
ん
と
す
る
批
剣
的
封
皮
し
に
は
出
ー
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
古
来
行
は
れ
る
幾
多
の
書
一
卦
震
卦
訟
は
一
括
し
て
之
を
前
迷
の
談
代
以
前
の
敷
設
に
還
元
す

る
乙
と
、
が
出
来
る
か
け
で
あ
る
。
孔
縁
遠
の
潟
易
正
義
序
第
二
論
一
章
一
卦
之
人
一
に
よ
れ
ば
命
前
迷
の
外
に
夏
掲
の
重
卦
設



一一

が
努
の
孫
媛
しに
よ
っ
て
稀
へ
ら
れ
た
と
と
を
述
べ
て
ゐ
る
が
、
経
義
考
に
よ
っ
て
検
す
る
に
孫
盛
一
人
の
設
で
他
に
之
に

賛
す
る
も
の
が
見
え
な
い
か
ら
瓦
ら
く
之
を
省
く
乙
と
¥
す
る
。

次
に
如
上
第
一
第
二
類
の
諸
訟
に
訴
し
て
い

a
kか
考
察
を
加
へ
た
い
σ

使
笠
上
第
二
類
か
ら
-吟
味
す
る
之
と
に
す

る
。
第
二
類
に
脇
ず
る
即
ち
関
川
織
の
記
事
を
前
提
と
す
る
堂
島
卦
震
卦
設
は
田
川
護
そ
の
も
の
¥
異
疑
如
何
に
よ
っ
て
共
の
債

依
が
一
許
伎
せ
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
周
躍
は
古
抜
群
疑
の
府
と
な
っ
て
一
居
る
、
も
の
で
、
主
ハ
の
作
者
は
普
通
局
公
と
一
去
は
れ

て
ゐ
る
一
叫
ん
断
続
…

が
今
は
殆
ど
供
ず
る
も
の
が
無
い
。
故
林
泰
純
一
博
士
は
周
官
制
作
時
代
考
に
於
て
市
周
未
の
作
と
推
定
造

れ
て
ゐ
る
、が、左
停
を
除
く
外
先
秦
の
文
献
に
絶
え
て
英
の
名
す
ら
接
見
し
符
な
い
の
は
甚
だ
注
意
す
ベ

3
ミ
と
で
あ
る
。

そ
の
常
に
見
は
れ
た
の
は
訟
の
武
帝
の
時
で
林
博
士
の
設
に
従
へ
ば
商
mm
末
よ

b
約
六
百
年
の
関
は
所
諸
山
巌
屋
鐙
に
埋

も
れ
て
ゐ
た
乙
と
に
な
る
。
近
ぜ
桃
山
爪
大
療
の
銭
核
兵
は
周
ん
自
著
作
-
時
代
考
な
る
論
文
を
公
に
し
鰍
一
立
脚
林
博
士
の
所

設
を
も
…
持
吟
味
し
、
博
引
労
設
以
て
北
ハ
の
年
代
を
戦
協
末
期
よ

b
泰
渉
、
の
際
に
捗
る
と
論
じ
て
ゐ
る
。
市
し
て
更
に
府
機

に
於
け
る
諸
積
の
務
然
た
る
ん
自
制
は
必
ず
し
も
笈
際
に
行
は
れ
だ
も
の
で
な
く
多
く
は
筆
者
好
幕
内
部
の
想
像
宗
家
に
出
で

た
る
も
の
と
生
挺
し
て
ゐ
る
。
周
雄
、
が
徒
ら
に
記
述
的
形
式
美
に
走
b
繁
冗
玖
般
の
文
を
努
し
て
み
る
乙
と
は
明
か
な
る

十
那
賀
で
あ
b
、
設
〈
の
記
事
乞
以
て
直
ち
に
膝
史
的
事
安
と
-
認
め
一
難
い
と
と
は
何
人
も
脊
定
す
る
乙
と
で
あ
ら
う
。
従
っ
て

私
は
此
に
問
題
の
中
心
と
な
っ
て
ゐ
る
府
機
森
山
口
太
ト
の
記
事
連
山
崎
践
に
到
し
で
は
自
ら
下
に
掲
ぐ
る
諸
訟
に
焚
設
を

茨
し
、
二
mm
の
存
夜
を
一
台
定
し
又
今
日
俸
は
る
も
の
は
陥
府
間
の
偽
作
と
信
ず
る
も
の
で
あ
る
。

初
燃
麟
一
日
、
越
山
mm
十
港
、
見
血清
郷
町
文
志
¥
楼
筑
氏
六
絞
首
口問
川
日
夕
、
凡
友
商
之
易
総
不
ν

間
側
、
階
牛
弘
脇
町
一
得
官
内
内

法
芥
¥
至
高
一
一
一
十
七
高
怨
¥
貌
一
万
成
等
修
=
賂
史
吋
皆
梁
以
降
逸
鈴
名
鍛
…
ν

不
瓦
一
裁
¥
皆
不
ν

開
品
所
謂
迷
山
者
¥
市

足手



始
出
、
可
液
J

、
北
山
見
劉
絃
待
、
際
文
授
η

訪
問
絡
¥

有
弘
山
者
、
蒐
絃
後
事
務
除
除
名
、
故
時
芯
不
v

銭、

黄
泉
炎
段
、
和
諮
問
、
法
山
人
湾
首
続
殺
間
千
三

之
齢
¥
殺
台
北
ハ
之
方
知
乎
、
得
一
此
設
者
、
亦
不
ν

願
炎
武
段
、
迩
山
結
成
非
vnm
也
、
市
周
作
一
デ
…
…
…
n
p
者
、
後
入
国
品
川
劫
之
名
以
名
v之
也
、
殺
品
之
子
一
…
一
一
回
目
甲
府
川
之
一
株
秋
・
燕
之
務

秋
・
宋
之
恭
秋
・
将
之
春
秋
¥
府
政
部
ハ
宋
之
史
、
非
同
吋
必
皆
春
秋
目
也
、
市
…
戸
春
秋
戸
者
、
国
為
史
之
名
}
以
名
v

之
也
、
間
断

旦
伏
様
変
sV
は
文
献
に
徴
す
れ
ば
綻
子
以
前
の
ふ
内
幹
に
は
出
て
わ
な
い
c

…
出
し
て
表
、
帝
は
五
行
思
想
の
紳
格
化
さ
れ
た
も

の
と
…
…
一
れ
は
れ
、
伏
援
も
後
設
す
る
如
く
謀
子
に
一
点
。
て
始
め
て
限
へ
ら
れ
だ
怒
像
上
の
翠
人
と
思
は
れ
る
か
ら
戦
問
問
中
期

以
後
の
思
想
的
産
物
と
す
べ
き
ぞ
社
子
春
@
山
海
経
の
設
は
此
に
時
代
鈴
互
に
陥
る
わ
け
で
あ
る
。
瓦
経
義
考
に
引
用
せ

る
山
海
絞
の
文
は
獄
江
番
応
義
刻
版
に
は
見
え
な
い
。
市
し
て
共
の
mm
誇
河
騒
な
る
も
の
も
今
日
・
存
す
る
も
の
は
庶
宋
時

代
の
選
出
訴
の
作
に
出
た
、
も
の
で
あ
b
、
古
に
於
け
る
も
の
も
必
ず
し
も
易
の
卦
と
は
関
係
な
く
寧
ろ
古
代
の
地
協
の
如
き

も
の
で
あ
ら
う
と
士
山
践
す
る
も
の
も
あ
ク
て
山
海
経
論
街
等
の
如
く
、
篠
山
平
に
之
を
向
日
m
に
関
係
ハ
/
け
る
乙
と
は
不
可
誌
で

あ
る
。
妥
之
、
氏
等
の
諸
訟
は
周
離
の
記
事
を
信
ず
る
も
の
L
議
縫
策
で
任
に
迩
山
路
一
歳
同
め
を
信
、
じ
な
い
私
に
と
っ
て
は

傍
椋
の
な
い
も
の
で
あ
る
。

次
に
第
一
類
の
諸
説
の
絵
討
に
入
る
の
で
あ
る
、
か
復
宣
上
先
づ
三
設
後
生
の
時
代
的
頓
序
を
考
へ
た
い
。
勿
論
そ
の
正

確
立
る
年
代
は
不
明
で
あ
る
か
ら
、
般
会
に
サ
一
ハ
の
撰
者
或
は
中
心
人
物
の
浸
年
を
以
て
比
較
す
れ
ば
左
の
如
く
で
あ
る
。

房
(
沖
合
・
コ
!
一
戸
C
L
Z
)

U4 
及

}上
ν

之
、
隊
内
端
隣
接
v

先
以
怨
絃
作
‘
或

禁
法
目
指
伊
勢
侶
入
日
松
山
雨
量
一
一
一
街
。
綿
一
す

一
良
之
文
学
幾
二
十
倍
於
府
文
王
府
公

[1ヨ

lWf 

-.，1.らA・
f;;:J 
/J、

燕
京
等
報
第
七
部

錯
穆
氏
の
毅
舟
数
党
一
子
年
譜
に
よ
る
。
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羽
付
属
濯
4

(
H
w
e
C

人二匂

ia-
。-MWων
梁
感
超
氏
婆
籍
解
題
及
一
英
問
視
法
史
認
心
部
門
。

准
南
王
安
の
自
殺
ハ

HW.O.5ω
〉

即
ち
b
の
文
王
霊
卦
設
は
紳
農
震
卦
設
よ
b
古
く
&
の
伏
義
室
卦
重
卦
訟
は
交
王
室
卦
設
よ

b
支
に
稲
E

古
い
と
と
に
な

る。
t

脆
般
消
僻
停
の
著
作
年
代
は
全
く
不
明
で
あ
る
が
楊
樹
遠
の
周
易
古
義
に
よ
れ
ば
司
馬
選
、
が
師
事
し
て
春
秋
を
受
け
た

と
稀
せ
ら
れ
る
議
仲
傍
の
針
策
中
に
'
岐
に
繋
鮮
俸
の
文
が
引
用
せ
ら
れ
、
叉
葦
仲
鋒
よ

b
利
先
輩
と
思
は
れ
る
韓
嬰
一
の
韓

詩
外
体
中
に
も
同
じ
く
企
パ
の
引
用
文
、
が
見
え
て
ゐ
る
。
更
に
遡
っ
て
漢
の
高
組
が
創
業
の
際
に
之
に
仕
へ
た
遼
買
の
著
と

稀
せ
ら
れ
る
新
語
中
に
も
繋
能
停
の
引
用
文
、
が
二
つ
終
見
え
…
諸
問

叉
繋
僚
の
文
ぞ
敷
倍
し
た
と
考
へ
ら
る
べ
き
道
義
策

等
も
あ
る
か
ら
渓
初
ハ

HW.c.80
年
頃
)
に
は
般
に
繋
僻
俸
が
存
在
し
た
も
の
と
忍
は
れ
る
。
侍
れ
に
し
て
も
以
上
の
誇

設
中
尤
も
古
含
も
の
と
な
る
。

鱗
っ
て
各
支
卦
設
一
卦
設
を
考
〈
る
に
史
記
の
設
は
共
の
山
県
猿
を
繋
辞
停
に
一
仰
い
、
だ
も
の
と
思
は
れ
る
。
即
ち
懇
(
齢
俸
に

あ
之
内
胤
(
也
、
方
パ
於
一
日中
古
一
一
子
、
作
v口

Mm
者
共
有
=愛
忠
一
乎
、

町
山
仰
之
蹴
(
也
共
蛍
=
段
之
末
世
、
殉
蜂
徳
四郎
仰
、
時
間
口文
王
鼠
(
v
叫利之…品
J

邪
、

と
あ
る
の
が
之
で
あ
る
。
山
併
の
後
惑
も

近
世
説
}い関川
m
m
]者
、
皆
以
z

象
詞
#
品
川
』-文
五
作
目、
叉
詞
錦
、周
公
作
¥
ル
ポ
γ

ナ
本
義
亦
然
、
余
按
停
前
章
一広、

mm
之
輿
也
、
共

於
=
中
古
目
乎
、
作
も

mMm
者
犬
'
一
タ
愛
患
H

乎
、
初
未
営
関
与
一
一
一
口
¥
中
台
混
同
一
純
一
時
¥
一出
憂
患
斜
勺
何
時
£
也
、
変
二
比
掌
目
始
d

…一凶
器北
(
作
=
於
文

王
時
同
然
未
包
尚
一
一一
一
グ
潟
ι
文
五
所
帯自
作
目也
、
五
日
r

尖
常
一
臼
-昇、・一夕日
v
邪
m

v平
J

、
皆
品
川
二
娩
詞
¥
一

m
チ
敢
決
¥
則
是
作
v
伴

者
但
就
怠
ハ
文
目
推
一
za
反
之
…伶
不
為的
引
決
}一一一一
間
企
ハ
時
世
¥
況
能
決
一
日'知券、
投料
品何
人
之
勢一
乎
、
受
凡
司
潟
誌
作
↓ヘ史
記
戸
、
闘
停
此
丈
一



滋
附
4

命
円
之
目
以
斜
文
正
業
型
一
所
一
v
演
、
是
以
関
川
本
紀
示
、
同
伯
之
仰
向
戸
新
…
以
問
中
ト
y

、
道

AFm劫
之
入
卦
白紙内
山ムハ
十
内
科
研
¥

自

序

亦

…去
、
同
一
例
拘
z

殺
虫
一淡円
周
易
一一お
々
、
…
耕
一
時
相同

と
同
様
な
意
見
を
惑
や
へ
て
ゐ
る
。

次
に
総
雨
子
の
伏
毅
京
卦
設
も
亦
繋
辞
侍
に
基
づ
く
も
の
ぞ
衣
い
か
と
想
像
せ
ら
れ
る
。
紫
僻
停
に
於
い
て
は
伏
裁
の

官
一
卦
訟
は
明
………一閃
し
て
わ
な
い
け
れ
ど
も
、
作
一
一
総
純
司郎
潟
総
則
市
¥
以
仰
以
漁
、
一
念
取
一
戸
球
的
縦
-
と
い
っ
て
ゐ
る
。
離
の
卦
は
六

十
四
卦
の
一
で
、
之
は
即
ち
伏
毅
の
時
阪
に
六
十
四
卦
の
存
殺
し
た
乙
と
を
物
語
ク
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。
准
南
子
は
た

い
L

之
を
明
一
一一
一
閃
し
た
、
だ
け
の
乙
と
で
あ
る
。

京
問
符
の
一
柳
逃
常
一
日
卦
一
設
は
今
の
所
そ
の
地
(
擦
を
見
出
し
得
、
な
い
、
が
撲
僻
体
代
よ
れ
ば
…
制
度
は
伏
霧
に
次
Y
¥
支
那
文
化
史
上

の
有
功
者
で
あ
b
、
岐
に
↑品晶
子
に
共
の
名
、
が
現
は
れ
爾
後
庭
t

各
穏
の
文
献
に
散
一見
し
て
ゐ
る
。
査
し
農
耕
を
主
と
す
る

淡
民
族
問
に
農
業
料
代
謝
す
る
信
仰
が
早
く
よ

b
出
現
す
る
は
九
百
然
の
事
で
あ
b
共
の
祭
敬
の
度
の
浅
か
ら
ゴ
る
も
亦
必

然
の
事
で
あ
る
。
淡
設
問
饗
文
志
に
よ
れ
ば
入
夏
目
白
ゴ
一
割
一
一
}
世
歴
-
三
古
-
等
の
語
、
が
あ

b
易
を
成
る
べ
く
多
数
の
古
車
人
に
関

係
づ
け
よ
う
T

と
す
る
傾
向
の
存
在
し
た
乙
と
も
想
像
せ
ら
れ
る
か
ら
、
京
房
の
此
の
設
は
繋
齢
俸
の
一
暗
示
を
う
け
史
記
の

文
王
章
一卦
訟
に
訴
す
る
一
築
設
と
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
氏
等
の
憶
測
に
し
て
幸
代
大
惑
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
以
上
の
章
一
卦

訟
は
何
れ
も
泌
を
紫
齢
的
刊
に
識
は
し
て
ゐ
る
と
一
瓦
ふ
乙
と
、
が
出
来
る
G

・
伎
に
血
(
擦
が
繋
辞
俸
に
存
す
る
も
の
と
す
れ
ば
凡
で

之
を
清
算
し
て
繋
僻
俸
の
伏
義
蓑
卦
章
一卦
設
に
蹄
一
せ
し
め
る
之
と
が
出
来
る
わ
け
で
あ
る
。
此
の
意
味
に
於
い
て
孔
頴

遠
の
周
m
m
正
義
序
に

内

然
章
一卦
之
入
~
誇
儒
不
v

問
、
凡
有
一
一
-
同
罪
、
王
鞠
樹
等
以
怨
伏
犠
輩
v

卦
、
郵
玄
之
徒
以
匁
耕
地
蕊
霊
v

卦
、
孫
盛
以
怨

干

一

4

4

一一



友
一
角
笈
v
卦
、
史
慈
伸
一
押
以
怨
文
主
意
一
γ

卦
、
英
一
一
一
一
回
一
一
夏
高
及
文
王
重
二
卦
者
、
市
宮
地
=
繋
静
一
神
ぬ
茂
之
時
、
巴
有
h

蓋
取
z
A

金
一
奥
一
極

皆
、
以
レ
此
論
Y

之
、
不
y

攻
自
破
、
主
ハ
一
一
一
一
口
=
赫
幾
重
弘
山
亦
未
v
怨
ル得
、
今
以
γ

誇
文
-
験
v
之
、
案
設
卦
云
、
督
者
説
一
一
人
之
作
ν
周
到

也
、
幽
い
戸
賛
於
…

wmm-
而
今
一
y

著、凡一一一一口
v
作
者
創
造
之
誇
也
、
一
締
農
以
後
便
u
抗
議
修
不
v

可
謂
一
一
之
作
一
也
、
期
磁
賛
用
ν
一審議一

伏
犠
}
恋
人
、
，
故
乾
懲
度
一
去
、
議
=
白
認
策
-
者
勝
械
、
上
繋
論
v

用
率
同
一
訳
、
間
後
市
成
ν
向
山
刻
、
十
有
入
品
般
市
成
y

卦
、
俊
一
一
一
一
口
=
義
人
作
ν

易
、
十
人
務
成
弘
山
明
γ

用
y

者
在
一
-
六
交
之
後
一
非
小
一
一
一
裳
之
後
九
伏
家
用
v

者
、
部
伏
犠
己
霊
v

卦
A

犬
、
設
卦
又
一
京
、
北
日
者
義
人

之
作
v
m
m
也、

m-以
附
八
月性
命
之
叫
一
、
同
定
以
立
『
一天
之
進
回
一陰
奥
v

開
腕
、
立
~
一
地
之
進
-
臼
-
桑
奥
ψ

剛
、
立
=
人
之
道
一
日
=
仁
耐
火
一
v
議
、

粂
=
一
ニ
才
戸
一
向
柄
v
之
、
放
同
日
μ
六
霊
前
成
v
卦
、
俊
一
一
一一口γ
禦
人
作
v
m
m
、
品
珠
山
一
一
ニ
才
一
部
爾
V
A
-

之
又
非
=
一
柳
幾
始
重
弘
山
失
、
叉
上
紫
一
訳
、

あ
有
一
部
一
一
人
之
進
凶
潟
、
以
一
…
一
一
問
者
命
日
立
パ
僻
¥
以
動
者
向
=
並
〈
援
¥
以
紛
v
器
者
何
一
四
共
象
一
、
以
ト
笈
者
命
共
点
一
、
此
之
内

事
夜
=
ム
ハ
炎
之
後
円
何
者
三
菜
之
時
未
v-
一
タ
象
紘
一
、
不
v
得一
v
有
Y

伶
=
北
(
稀
¥
国
一
郎
雷
一
v
之
始
-
一
タ
菱
動
向
、
一
二
整
不
ν
動
、
不
v仰
特
ν
有

v
A
門
司
法
(
援
問
機
v
者
布
レ
交
、
方
舟
一
一
之
ト
銭
円
、
落
一
起
六
支
之
後
¥
一
一
一
議
不
ν
符
ν
有
ν
命
日
}
界
、
占
-
自
然
中
間
以
制
ν
器
者
狗
気
象
一
亦

非『一一一
…議
之
時
一
今
伏
犠
結
v
縄
市
怨
z

締
法
¥
則
是
制
v
球
、
明
記伏
犠
己
議
や
卦
夫
、
叉
周
磯
小
山
必
殺
二
一
一
長
五
山
市
之
政
財
¥
明
=

一
一
一
段
一
巳
有
v
治
問
也
、
下
繁
一
去
、
上
古
結
縄
問
治
、
後
世
之
現
入
、

n
p之
以
一
一
帯
一
日
契
一
、
変
取
2

諸
央
齢
、
銃
象
=
お
〈
礼
町
戸
市
惑
い
脊

契
¥
伏
犠
・
一
作
己決
パ
契
¥
別
芳
一
夫
卦
】
炎
、
故
孔
安
協
脅
序
一
去
、
み
何
者
伏
犠
氏
之
王
=天
下
町也
、
始
設
=
入
卦
}
遊
山
一
瞥
契
一以
代
四時

給
織
之
政
¥
又
日
伏
機
判
決
賀
政
山
之
被
一
、
競
之
一
ニ
摂
日
克
也
、
叉
入
卦
小
成
、
交
象
未
v
備
、
京
二
一
一
成
ν

六
能
率
議
失
、
者

一ず一間
h

設
卦
起
r
・
月
一
紳
浪
一
典
、
怨
ν
功
来
比
よ
繋
酔
而
巳
哉
、
何
図
易
総
等
放

hmv経
一
一
一
泊
一
一
¥
松
一
一
子
伏
犠
文
王
孔
子
¥
詑
不

v及品一紳

淡
¥
明
知
一
決
仰
い
有
蓋
取
回以
的
役
一不ム
V
A

剛
一v
卦
炎
、
放
今
依
主
総
山
側
以
'伏
犠
脱
退
=
入
卦
円郎
自
前
一相対
申六
十
閲
卦
J

翁
v
得
=茶、究明

一
況
や
。
州
一
↑
一
一
八
守
政



と
論
じ
伏
犠
が
入
卦
を
殺
し
更
に
六
十
問
卦
を
賞
一ね
た

b
と
断
じ
た
の
は
文
献
に
よ
る
間
以

b
妥
常
な
殺
と
一
試
は
‘
ね
ば
な
ら

な
い
。
抑
t

入
併
は
六
十
四
卦
構
成
の
要
素
と
し
て
叉
周
必
の
筑
訟
に
於
け

る
剣
断
上
の
問
中
併
と
し
て
採
の
一
一
作
殺
の
意
義
を

有
す
る
も
の
で
、

そ
れ
自
身
孤
立
し
て
は
策
法
上
の
存
作
の
立
義
を
考
へ
得
ら
れ
な
い
。
前
惑
の
如
く
友
体
関
話
代
見
え

る
あ
は
鈴
税
十
日
形
の
も
の
ぞ
あ
ら
う
、
が
、
肢
に
六
十
四
卦
の
卦
名
、
が
現
は
れ
て
ゐ
る
。

仏
仙
の
意
味
に
於
て
も
孔
頴
殺
が
入

卦
六
十
四
卦
乞
同
一
人
の
平
に
成
っ
た
も
の
と
主
狭
す
る
と
と
は
営
そ
得
た
も
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
梁
一卦
常
一卦
、
が
伏
織
に
よ
っ
て
な
ヨ
れ
た
と
す
る
紫
鮮
体
の
訟
は
出
水
し
て
家
安
と
し
て
信
総
し
符
べ

3
も
の
な

b

や
谷
や
。

私
は
此
の
徐
討
に
入
る
に
前
が
ん
ち
順
序
と
し
て
幾
僻
体
制
収
作
年
代
の
上
限
を
蓋
然
的
な
が
ら
推
定
せ
ね
ば
な
ら

な
い
。
前
壌
の
如
く
繋
術
停
を
引
用
せ
る
文
献
は
淡
代
以
援
の
も
の
に
限
ら
れ
て
ゐ
る
。
唯
思
想
上
に
於
い
て
繋
餅
停
と

類
似
せ
る
も
の
は
口
山
氏
一
本
秋
有
子
等
に
一
度
ー
見
ら
れ
る
。
今
左
に
そ
の
二
三
を
翠
げ
れ
ば

四
時
之
化
、
寓
物
之
愛
一
、
英
ν
デ

潟
ν
利
、
護
人
奈
良陰
陽
之
戸
、
鉾
=
寓
物
之
利
¥
以
使
v
生
、
故
続
料

部
長
弾
一
語
v
長
一
皆
川
、
一
去
々
。
制
約
榊
秋

音
楽
之
所
一
一
由
来
者
泣
失
、
生
日
一
於
反
対
一
¥
本
於
太
一
¥
太
一
明
一
雨
儀
一
、
溺
儀
出
v

一
陰
陽
一
、
陰
陽
愛
化
二
上
一
下
、
令
市
成
v

章
、
、
絡
ん
吋
沌
々
、
離
別
復
令
、
令
郊
復
離
、
、
回
定
持
一
天
常
¥
天
地
卒
輪
、
終
期
復
始
、
根
別
後
反
、
英
s

不
=
成
営
¥
日
月
島
一

天
生
-
一
陰
陽
祭
器
燥
潟
、

安
-
一
乎
形
¥

氏
、
或
疾
或
徐
、

日
月
子{ミ

問

以
罪
主
ハ
行
一
、

四
時
代
興
、
或
若
或
袋
、
或
匁
或
長
、

或
柔
或
問
、
高
物
所
Y

肉
、
造
一
一

於
太
一
¥
化
=
於
陰
陽
}一
広
々
。
同

上
察
=
於
天
一
、
下
銭
ヨ
於
地
一
、
寒
一
=
満
天
地
之
尚
一
、
加
詠
一
省
内
物
之
上
-
、
微
雨
明
匁
市
長
、

故
臼
一
鼠
(
v

一
、
芸
局
v
入
者
、
謂
=
之
恋
人
-
。
糊
戸
川
王

大
柴
鈴

狭
而
炭
、

科
大
博
大
、
以
ー至
約
、



叉
地
以
ん
問
、
自
月
以
明
市
四
時
以
序
、古
泉
反
以
d

行
、
江
河
以
流
、
寓
物
以
回
目
云
ク
o

伺

列
燥
…総
施
可
日
月
滋
熔
、
四
時
交
E

御
、
陰
陽
大
化
、
風
雨
博
施
、
蔦
物
各
得
一
一
共
和
-
以
生
、
各
t

得
-
-
主
(
養
-
以
減
、
不
v

見
品企
パ
一
夕
、
市
鬼
一
一共
功
¥
共
是
之
誘
ν

紳
、
管
知
九並
行
所
み
が
成
¥
英
v

知
一
-
共
無
形
一
夫
是
之
謂
-
一
天
功
¥
唯
一
事
一
人
魚
v

不
レ
求
v

知
y

一
十
八
一
去
ん
旬
。
同
天
論

一一二ハ

謹
論

か
く
呂
氏
森
秋
碍
子
等
が
天
地
日
月
陰
陽
等
の
運
行
政
蛇
化
。
ど
設

3
翠
人
の
遂
と
相
閥
的
な
設
切
を
試
み
或
は
太
一
陰
陽
等

の
本
機
品
目
酬
に
言
及
し
て
ゐ
る
所
は
繋
辞
俸
と
甚
だ
し
く
相
類
以
す
る
も
の
と
云
ふ
べ
き
で
あ
る
。
市
し
て
繋
僻
俸
の
文
は

一
問
者
よ
λ

ツ
洗
練
の
皮
を
加
へ
て
印
刷
b
統
一
を
持
つ
イ
」
ゐ
る
。
恐
ら
く
は
繋
辞
俸
は
お
氏
春
秋
荷
子
紘
一
?
に
後
れ
て
著
作
潰
れ

た
も
の
で
一
問
者
は
紫
僻
停
の
思
想
的
母
躍
を
な
す
も
の
で
あ
ち
ラ
。
も
し
此
の
推
定
に
し
て
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
繋
辞
俸

は
呂
氏
泰
秋
以
後
淡
初
比
到
る
問
の
募
作
と
推
定
し
得
べ
き
で
あ
る
。

伏
機
の
世
一品
卦
設
卦
訟
は
文
献
に
徴
す
る
限
b
繋
僻
停
の
創
設
で
典
擦
の
そ
れ
と
一切M
h
u
o
へ
3
も
の
、
が
な
い
。
尤
も
終
弁
の

中
に
は
媛
t

伏
際
安
卦
設
が
見
え
て
ゐ
る
。
だ
と
へ
ば

伏
犠
徳
合
上
下
一
、
天
熔
以
一
一
鳥
取
文
章
一、
地
騒
以
初
闘
…
室
戸
、
伏
犠
刻
一
印
象
v
之

畑一間合

一
湘
一
塁
求
者
問
機
抑
制
乾

の
如

3
乙
れ
で
あ
る
。
然
れ
ど
も
総
容
は
共
の
起
源
が
不
明
で
淡
努
欝
文
忠
に
は
其
の
図
録
を
扱
殺
し
て
ゐ
な
い
。
務
俄

先
生
の
御
設
に
よ
れ
ば
儲
敬
の
典
籍
を
綬
と
呼
ぶ
や
う
に
衣
っ
た
の
は
奏
法
以
後
と
の
事
で
あ
る
が
、
果
し
て
然
、
り
ば
底

部
必
有
ν

綴
而
後
有
争
終
で
絞
訴
に
針
す
る
総
脅
で
あ
ら
う
か
ら
光
一索
以
前
に
緯
香
、
が
存
恋
し
た
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
。
蓋

し
夜
半
の
間
代
出
て
後
続
に
一生

っ
て
降
盛
を
緩
め
だ
と
い
ふ
の
が
妥
営
な
殺
で
あ
ら
ラ
。
従
っ
て
紫
僻
憾
の
奥
様
と
は
決

し
て
成

b
得
な
い
。
繋
僻
停
に
よ
れ
ば
支
那
文
化
の
起
源
は
多
く
之
を
羽
仰
の
卦
に
よ
っ
て
説
明
し
℃
ゐ
る
G
m
M
m

の
卦
が
果



し
て
か
¥
る
文
化
的
立
義
そ
る
も
の
な
る
か
沼
か
は
別
と
し
℃
く
と
も
太
古
よ
ら
淡
段
族
に
よ
っ
℃
か
く
忠
悦

れ
て
ゐ
た
も
の
と
す
れ
ば
、
易
の
製
作
は
所
穏
期
比
乃
常
時
大
事
、
合
間
紘
一
訴
で
あ
る
べ
く
幾
僻
待
以
前
の
古
文
献
に
於

い
て
日
仰
の
諜
卦
役
一
卦
設
に
関
す
る
記
事
が
格
蛍
多
く
散
足
し
て
然
る
ベ

3
で
あ
る
。
然
る
に
事
究
は
之
と
み
ふ
く
反
封
で
あ

る
。
是
繋
鮮
停
の
笠
卦
説
、
が
漢
民
族
同
に
存
し
た
民
間
簿
一
水
を
記
録
し
た
も
の
で
な
く
繋
辞
俸
の
創
設
と
推
定
す
る
斑
尚

の
…
マ
あ
る
。

総

b
伏
犠
の
常
一
品
卦
議
卦
説
、
が
古
文
献
代
見
え
ま
る
の
み
な
ら
ず
山
本
代
伏
犠
そ
の
も
の
の
待
説
的
記
述
も
文
献
上
で
は
嘉

子
楚
鮮
以
前
代
遡
る
と
と
は
出
来
な
い
。
楚
齢
に
於
い
て
は
長
設
の
作
と
稗
せ
ら
れ
る
大
招
に
求
は
れ
る
も
の
が
唯
一
つ

や
や
官
い
も
の
と
思
は
れ
る
、
が
、
紋
惑
が
節
感
で
恭
一
考
資
料
に
は
な
ら
な
い
。
嘉
子
に
於
て
は
伏
犠
は
伏
戯
代
作
ク
て
ゐ

る
。
武
内
義
雄
博
士
の
設
に
よ
れ
ば
今
本
嘉
子
は
問
紀
前
一
一
一

0
0年
前
後
よ

b
漢
初
代
捗
る
百
数
十
年
間
の
著
作
に
係
る

も
の
と
の
乙
と
で
あ
る
。
腕
刊
と
市
し
て
伏
裁
に
鶴
す
る
記
事
は
突
の
最
も
初
期
の
著
作
と
言
は
れ
る
内
第
人
間
-
全
会
取

締
等
よ
λ

ジ
中
期
の
芽
作
国
子
法
法
後
策
を
怒
て
最
も
末
期
の
葉
作
た
る
繕
性
綿
花
捗
っ
て
見
え
て
ゐ
る
。
今
友
に
二
一
一
一
を

禁
じ
れ
ば

夫
道
有
ー
情
'
一
タ
信
、
無
v
添
加
鳴
い
形
、
一
同
J

徳
一
郎
不
v

可
ル
受
、
可
v

得
一
郎
不
ν

可
v

見
、
吉
本
母
校
、

8

v

古
以
国
存
、
一
昨
鬼
神
v

宿
、
生
v

天
生
ν

地
、
在
=
太
極
之
先
日
市
不
ミ
掛
川
v
一
品
、
在
一
日
ム
ハ
極
之
下
一
一
郎
不
芝
居
戸
深
、
先
一
一
天
地
一
部
不
急
L

久
、
長
一
一
於
上
古
一
部
不

v
怒
し
老
、
稀
章
氏
符
ν
之
以
翠
一
一
天
地
一
、
伏
銭
得
レ
之
以
襲
一
一
気
母
一
一
瓦
ふ
。
大
宗
一
部

子
務
不
2

知
一
一
一
事
一
諮
之
世
争
、
北
問
者
容
成
氏
、
大
庭
氏
、
始
皇
氏
、
中
央
氏
、
菜
陸
氏
、
援
畜
氏
、
特
報
氏
、
赫
管
氏
、

客
媛
氏
、
説
融
氏
、
吠
滋
氏
、
一
勝
農
民
、
賞
一
免
時
一
也
、
口
氏
結
↑
謹
一
郎
沼
v

之
、
せ
=
共
食
物
卦
一
火
山
主
ハ
夢
、
薬
=
主
ハ
俗
-
安
一
一
共
宮
、
都



一
二

八

関
相
談
、
難
狗
之
一
耳
目
相
問
、
民
事
…日目
点
必
死
戸而
不
=税
往
来
一
、
表
氏
之
時
一
刻
一
牟
一
治
己
、
H
H

態
箆

古
之
人
私
=
混
在
之
中
¥
鼠
ハ
二
世
一
市
得
=
潟
漠
戸
一
品
局
、
蛍

a-是
時
一也
、
陰
陽
和
静
、
鬼
一
紳
不
い
援
、
四
時
得
-筒
、
前
向
物
不
ε

傷、

薬
生
不
ν

夫
、
競
v-
一旬
ν

知
銃
一
v
所
v
用
之
¥
此
之
謂
二
一
牟
一
一
一
ぷ
回
一-
是
持
-
也
、
英
=
之
免
戸
市
常
自
然
、
逮
=
徳
下
表
一
及
η

滋
人
伏
戯
一

始
緑
川
一
}
天
下
回
、
是
故
順
苅
不
v

一
。
鱗
糾問
箆

以
上
各
絡
の
中
絡
性
筋
は
淡
代
の
作
と
い
へ
ば
し
ば
ら
く
措
く
と
と
¥
し
、
大
宗
部
・
法
隆
策
の
記
事
を
比
較
す
る
に
必
ず

し
も
一
致
し
な
い
が
大
倣
に
於
い
て
伏
戯
が
遂
を
競
得
せ
る
古
代
の
翠
玉
で
あ
b
嘉
子
の
理
想
と
す
る
自
然
無
免
の
法
に

よ
り
て
寓
民
を
治
卒
し
た
、も
の
だ
る
乙
と
は
共
通
し
て
ゐ
る
。
菜
子
は
古
来
寓
一
一
一
一
向
に
山崎
み
怪
左
志
せ
る
も
の
と
料
せ
ら
れ

る
が
伏
戯
に
開
附
す
る
記
事
も
或
は
此
の
類
に
場
す
る
も
の
で
な
い
か
と
推
鵠
遣
れ
る
。
即
ち
そ
の
強
制服
的
人
物
に
擬
せ
ら

れ
て
ゐ
る
乙
と
、
沼
子
以
外
の
先
一
換
の
文
献
に
伏
践
の
記
事
の
殆
ど
無

い
こ
と
紘
一
寸
は
之
を
一
義
掛
一閃
す
る
も
の
で
あ
る
。
雨
水
小

一
一
文
那
の
文
献
に
は
後
世
に
降
る
に
従
っ
て
護
人
の
上
代
理
人
を
求
め
、

一所
説
μ

底
上
屋
を
架
す
る
傾
向
、が
あ
る
。
孫
子
に
於

け
る
伏
戯
共
の
他
の
説一
人
も
傍
則前
例
家
、が
発
舜
荷
揚
以
下
の
翠
人
を
理
想
と
す
る
に
相
劉
持
し
た
る
も
の
で
は
あ
る
・
ま
い

か
。
消
の
繰
越
も

余
按
称
秋
山
怖
隣
諸
最
好
抑制
=引
上
十日
事
¥
然
亦
侭
迷
策

炎
以
後
¥
未
レ有
ね
…品
裁
決
一者
3

也
、
総
山
劫
体
以
u
日

m
故、

言
及

於
点数

殺
ぺ耳
、託
子
訴
中
有
=一許
行
}匁
一例

法
之一
一戸
、一開
港
子
幾
僻
、
尤
多
抑
制
前
議
倍
以
前
者
、

然
期
此
等諸山一一問
、山山
崩鴬ー
殺
口戦
闘

以
後
一、
付金
此
時
楊
怒…一
強
行
、
楊
応
的
疾
同町稿
者
之
総
法
刑
件
、
市
芳
一JF
娘一
銭
之
化
一、
刷徴
兵
孫一日
常
時
之
康
欽
務
用
}
、
一
郎
欲
敬
一

険
機
之
一風
¥
故
好
品
約
思惑
上
小
川
一宮
以
¥
以
求
対

=於一一
一代
之
、法
、
大
抑
制
一背
符
…一
一
乏

一線
、
不
一
円
一一以
局
伊
笈
者
J

也
。
山
一一謀
総
…町
山側

ーと
い
っ
℃
府
る
。
か
く
考
へ
る
時
は
伏
政
そ
の
も
の
L
拷
局
的

事
も
媒
子
以
後
代
於
い
て
創
識
せ
ち
れ
だ
乙
と
、
な



る

o
mし
て
症
子
代
於
て
は
伏
践
と
日
仰
と
の
関
係
に
就
い
て
は
何
等
三
及
し
℃
わ
な
い
の
で
あ
る
。
乙
れ
伏
犠
議
卦
誌
が

繋
僻
体
の
創
設
と
す
る
第
二
の
潔
白
で
あ
る
。

次
に
人
数
六
十
悶
卦
の
根
本
要
素
た
る
卦
交
が
陰
陽
思
砲
事
乞
象
徴
化
し
た
る
も
の
な
る
乙
と
は
前
設
の
過
で
あ
る
。
陰

陽
思
想
の
後
遼
に
就
い
て
は
未
だ
十
分
な
る
研
究
、
が
公
代
主
れ
て
わ
な
い
が
、
私
の
し
ら
ぺ
た
範
悶
で
は
共
の
後
生
は
戦

闘
米
期
で
あ
b
哲
感
的
概
念
に
迄
治
化
し
だ
の
は
泰
代
以
後
で
な
い
か
と
思
は
れ
る
。
而
し
て
乙
の
陰
陽
思
想
、
が
象
徴
化
苦

手
れ
易
の
卦
交
と
し
て
利
用
せ
ら
れ
る
山
み
に
は
栴
常
の
年
所
と
思
怨
的
錬
際
と
b
L

怒
ね
ば
な
ら
ぬ
は
づ
で
あ
る
。
従
つ
〈

易
の
礼
町
の
製
作
そ
の
も
の
も
世
人
の
考
へ
る
如
く
悠
泣
の
古
代
翻
る
乙
と
は
出
来
な
い
乙
と
¥
な
る
ι

乙
れ
伏
儀
の
設
卦

訟
は
繋
僻
俸
の
創
設
な

b
と
す
る
第
一
一
一
の
理
由
で
あ
る
。

以
上
の
瑚
尚
代
よ
っ
て
な
は
伏
議
裳
卦
設
一
卦
説
、
が
繋
僻
俸
の
創
設
で
支
那
古
来
の
氏
肉
体
一
放
の
記
録
で
ー
な
い
と
信
ず
る

も
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
繋
僻
伴
、
が
何
故
に
伏
薮
と
山
い
が
の
裳
卦
設
と
を
附
合
同
し
た
か
が
残
活
れ
た
問
題
で
あ
る
。
此
に
私
は
秦

淡
の
際
に
於
け
る
時
代
思
想
を
綴
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
抑
t

茶
淡
の
交
に
於
い
て
十
夜
、
老
の
芯
謀
、
が
流
行
し
た
之
と
は
史

家
の
等
し
く
認
め
る
mm
で
、
呂
氏
春
秋
・
鵡
詑
・
准
南
子
等
を
一
議
す
れ
ば
法
卒
ば
に
過
ぎ
る
も
の
、
が
あ
る
。
史
記
太
史
公
自

序
に
よ
る
と
蛍
時
の
諸
家
を
ぷ
檎
す
る
ミ
と
、
儒
家
は
夜
庶
務
半
ば
す
る
に
反
し
活
一
家
に
お
し
て
は
口
を
極
め
て
党
議
の

併
を
費
し
て
ゐ
る
。
前
回
参
・
陳
平
・
波
-
お
・
回
叔
等
は
銭
政
家
に
し
て
寅
若
無
銭
の
治
を
喜
ん
で
ゐ
る
。
勢
、
が
此
の
如
く
で
あ

る
か
る
寅
宏
明
山
懇
の
淵
源
を
な
す
痕
子
の
思
想
の
傘
ば
れ
る
の
は
営
然
の
と
と
で
あ
る
。
繋
辞
俸
の
作
者
が
あ
の
起
緩
や
}

以
て
悠
迷
の
古
に
霞
さ
替
へ
ん
と
し
旦
之
に
よ
っ
て
向
め
を
神
格
化
せ
ん
と
す
る
考
が
あ
つ
だ
と
す
れ
ば
、
延
子
代
於
け
る

術
開
設
的
部
一
一
王
中
最
も
此
の
俊
件
を
泌
す
に
趨
営
玄
人
物
に
附
曾
せ
ん
と
す
る
と
と
も
亦
自
然
の
数
で
あ
る
。

-荷
し
て
此
の



い
か
。
易
は
発
の
投
資
上
或
は
寅
捺
運
用
上
の
要
求
か
ら
み
か
L
る
一
階
舎
が
必

裂
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
家
い
。
之
の
携
務
に
し
て
孝
に
大
遜
衣
か
っ
た
な
ら
ば
繋
辞
俸
の
包
犠
始
作
一
一
人
卦
}
一
五
ゃ
の
設
は

古
来
の
易
問
場
者
一
誌
の
な
一
憶
に
媛
は
さ
れ
る
乙
と
が
i

な
け
れ
ば
次
の
如
く
一
牛
丸
に
解
懇
さ
る
ぺ
き
で
、
あ
る
o
m州
、
ち
繋
辞
簿

の
著
作
さ
れ
た
る
泰
淡
の
際
を
怒
る
或
時
代
に
於
い
て
或
人
が
入
卦
を
舎
一
し
臨
時
に
六
十
沼
卦
を
章
一
綜
た
も
の
で
あ
る
。

も
し
繋
鯨
俸
の
如
く
入
野
を
棄
し
売
る
人
を
知
県
人
と
務
す
る
を
得
ベ
く
ん
ば
或
入
は
義
人
と
い
ふ
議
議
衣
る
文
字
に
援
替

へ
ら
る
る
之
と
、
な
る
。
記
し
て
認
の
或
時
代
と
は
陰
揚
怒
怒
後
議
の
援
史
に
鑑
み
て
薬
代
で
玄
い
か
と
思
っ
て
ゐ
る
。

尤
も
現
在
の
卦
叉
鮮
の
中
に
は
絡
分
古
い
史
笈
と
mm
ゅ
は
れ
る
も
の
、
が
存
在
す
る
か
ら
卦
美
辞
そ
の
も
の
は
mm
の
卦
よ

h
も

却
ハ
/
て
合
い
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
し
て
現
夜
の
笈
訟
に
弱
る
読
に
も
或
穏
の
占
箆
、
が
行
は
れ
た
之
と
で
あ
ら
う
。
し

か
し
そ
れ
は
み
ハ
十
四
卦
を
有
し
繋
辞
俸
に
停
へ
ら
れ
る
や
う
攻
縫
法
に
よ
っ
た
も
の
で
は
為
る
ま
い
c

務
夜
の
悶
い
が
の
諮
身

そ
な
す
も
の
が
ど
ん
な
形
の
も
の
で
あ
っ
た
か
に
就
い
て
は
、
絞
に
内
務
部
潟
博
士
の
榔
設
が
易
疑
に
よ
う
て
公
に
せ
ら

れ
て
ゐ
る
。
私
は
そ
の
卓
見
に
拐
し
謹
ん
で
敬
意
を
で
あ
ハ
漢
文
阿
部
脅
研
究
後
表
乎
認
に
よ
る
〉

た
も

ザ

'ふ
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